〈資料〉北米フォークロア研究の動向に関する一考察 : アメリカ民俗学会2013 年度大会に参加して by 平山 美雪 & Miyuki Hirayama
1 はじめに
アメリカ民俗学会（American Folklore Society :
AFS）は、「フォークロアについて研究し、その
研究成果や情報を交換し合う団体」であり、北米
フォークロア研究をリードする学会である。1888
年、マサチューセッツ州ケンブリッジで設立さ
れ、学会の年次大会は 1889年以降、1942年、1943
年を除き、毎年開催されている。現在の会員数は
約 2000人である1）。
研究対象である「フォークロア」の内容は、時
代とともに変化してきた。学会誌『ジャーナル・
オブ・アメリカン・フォークロア』の創刊号によ
ると、「急速に消えつつあるアメリカのフォーク
ロアの遺物」の収集と研究が学会設立の目的であ
ると記されている。さらに、「アメリカのフォー
クロア」とは、「古いイギリスのフォークロアの
遺物（バラッド、物語、迷信、その他）、南部の
州の黒人のロア、北米のインディアンのロア（神
話、物語、その他）、フランス系カナダ、メキシ
コ、その他」のことであると具体的に説明してい
る（Newell 1888 : 3−7）。
1960年代終わりごろから 1970年代にかけて、
従来のテクスト中心のアプローチを批判し、コン
テクストを重視するパフォーマンスを中心とした
パースペクティブへとシフトした。それとともに
「フォークロア」の概念は、より広義なものへと
変化する。民話、伝説、バラッドなどのテクスト
だけがフォークロアなのではなく、語りを通した
コミュニケーション、またそのプロセスがフォー
クロアである、と捉えられ分析されるようになっ
た。この動きと連動して、口頭伝承だけではなく
物質文化も含め生活全般を研究対象とした、エス
ノグラフィックな研究が行われるようになる。
その後、21世紀に入り北米フォークロア研究
はどのように展開しているのだろうか。本稿は、
その動向についての一考察を、AFS 2013年度大
会に参加した経験に基づいて報告する。前半は、
全体的な動向について述べ、後半ではその中でも
比較的日本でまだ紹介されていないテーマに絞っ
て、研究発表とその現状を紹介するとともに、今
後の研究の可能性について考えたい。
2 フォークロア研究
2013年大会の報告に入る前に、まずアメリカ
民俗学会がどのように自己を認識し、外へ発信し
ているかを、AFS が最近作成した「フォークロ
ア研究とアメリカ民俗学会」2）というリーフレッ
トを通して紹介したい。2013年 7月 22日に AFS
の現会長であるダイアン・ゴールドスティンが新
学年度に向けて AFS 会員にメールで送付したも
ので、フォークロアを学ぶ学生やパブリックセク
ターで働くスタッフ、コミュニティの研究者に配
布して欲しいとのメッセージが添えてあった。リ
ーフレットの概要は以下の通りである。
・フォークロア研究は、聞き取りが重視される
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学問である。質的調査方法を使って生活にお
ける表現（expressive life）を研究し、文化や
コミュニティの理解を試みる。
・アート、コンテクスト、ジャンル、グルー
プ、アイデンティティ、パフォーマンス、テ
クスト、伝統などが重要概念である。
・研究のトピックやテーマは多岐に渡ってい
る。民話や神話からデジタルメディアにいた
るまで、様々な文化的な表現を研究する。知
的所有権の問題や、コミュニティをベースと
した創造性、コミュニティを越えた文化的な
コミュニケーションなど幅広く研究する。
・現代的なテーマを扱い、多様な文化を尊重し
相互理解を促すとともに、公共政策の立案、
分析、評価などに貢献している。
・過去 35年、フォークロリストは非営利の芸
術や文化機関でも研究や活動を行ってきた。
アメリカのフォークロリストの約半数（大学
に籍を置く研究者も含めて）は、こうした
「パブリックセクター」で働く。
・人文・社会科学に独自の視点から貢献してい
る。歴史的にみて、現在が一番必要とされて
いる。
・アメリカやカナダの大学3）において、フォー
クロアのコースや大学院のプログラムが増加
した、または増加し始めている。
リーフレットという性格を考慮したとしてもな
お、その内容は今日のフォークロア研究の特色の
一端を映し出している。実際に、表現、創造、創
造性といったテーマは、北米フォークロア研究の
入門書や研究書に頻出し、これらのテーマを中心
に据えた研究は領域の重要な部分を占めてい
る4）。こうした傾向は、今年の年次大会において
も明白であった。
3 2013年 AFS 大会
3−1 概要
AFS の 2013年度大会は、10月 16日から 10月
19日にかけて、ロードアイランド州、プロビデ
ンスで開催された。本年の参加申し込み者数は、
670名、そのうち 12％に当たる 78名は海外から
の参加者であった5）。
今年のテーマは、Cultural Sustainability（文化
的持続可能性）で、全体講演 3、レクチャー 3、
フォーラム 25、研究発表は約 350であった。ま
た、海外からの参加者による地域ごとのパネルに
は、北欧・バルト海地域、東アジア（中国、日
本）、地中海（トルコ・イタリア）などがあった。
3−2 新たな動向
2010年に AFS に参加した時にはあまり見られ
なかった「暴力」「スティグマ」「障害」「健康6）」
「トラウマ」などのテーマが増えているように見
受けられた。「暴力」に関しては、子どものフォ
ークロアのところで、もう少し詳しく検討した
い。
スティグマを付与された人（The Stigmatized
Vernacular）というセッションで、フォークロア
と障がいをもつ人との関連性が議論されている。
これは、『ジャーナル・オブ・フォークロア・リ
サーチ』（2012）の特集7）における、倫理的・方
法論的な問題の継続議論となっている。北米フォ
ークロア研究では、1980年代から 1990年代にか
けて自己省察的な議論が盛んになるが、当時は、
民族や人種、ジェンダーや宗教が異なる研究者が
インフォーマントの文化を理解できるのか、どの
─────────────────────────────────────────────────────
３）北米でフォークロア研究を専攻できる大学や研究機関に関しては、吉村（2010）を参照。
４）Feintuch 2003, Sims & Stephens 2005参照。
５）http : //www.afsnet.org/news/145169/2013−Annual−Meeting−Wrap−Up−Trends−and−Announcements.htm（2013年 11月
15日アクセス）著者は、10月 17日、18日に参加、本稿は会場での観察や会話、及び Annual Meeting Program
and Abstracts（2013）などを資料とした。
６）フォークロリストは民間治療の研究の蓄積を活かして、健康の議論にもっと積極的に参加すべきだというブリッ
グズの主張（Briggs 2012）がある。
７）語られていないことを聴こうとする時や、書くべきではないことを決める時に生じる問題について、また差別を
温存させるメカニズムや研究者の採用する文脈化によって、逆に差別を助長する危険性などについて検討してい
る（Goldstein & Shuman 2012）。
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ような相互作用の中で「データ」が構成されるの
か、表象という行為がはらむ力の不均衡をどう考
えるのかなど、主に民族文化や宗教文化に関して
方法論的・倫理的な問題が議論された（平山
2012）。近年、こうしたリフレクシブ（内省的）
な議論の中心は、障がいをもつ人、トラウマを抱
える人へと焦点を移している。そうした動向と関
連して新たに、心理療法士との協力関係も模索さ
れていた。さらに、障がいをもつ人のフォークロ
アを議論に含めることで、パフォーマンス研究の
枠組みや前提を批判的に検討する試みもみられ
た。
サンディーロア（Sandylore）という新しい造
語を掲げたフォーラムが 2つのパートに分かれて
開催された。パート 1の方に立ち寄ってみると、
聴衆は多く、人気のほどがうかがえた。サンディ
ーロアとは、災害からの復興に関する研究8）の継
続である。主に 2012年にニューヨークを襲った
ハリケーン・サンディーが、コミュニティやアー
ティストに与えた影響を検証し、自然の脅威と人
間の関係を考える上で、どのような文化的な知識
が重要であるかについて議論していた。
近年フォークロア研究において、ユネスコの世
界遺産登録が及ぼす様々な影響について活発に議
論されている。今年は、中国の事例に関して 2つ
のパネルで発表があったほか、初めてアフリカの
マラウィの事例が取りあげられた。
3−3 最近の動向に関するインタビュー
世界各地のフォークロア研究者は、自分たちの
学問分野に関して共通の危機意識を持っていると
いわれる。アメリカの民俗学者の窮状に関して
は、1990年代中頃から後半にかけての議論を中
心に、日本でも紹介されている（菅 2010 小長
谷・平山 2012）。現在の状況については本稿が
その一端を紹介するものであるが、そのために 2
人のフォークロリストに現況についてインタビュ
ーを行った9）。
AFS の動向について尋ねると、ヘンリー・グ
ラッシー（Henry Glassie）10）と、グレゴリー・ハ
ンセン（Gregory Hansen）11）はともに、10 数年
前12）と比べてフォークロア研究の現状は改善して
いると述べた。グラッシーはその根拠として、大
学のプログラムやコース、学生の増加、新たな求
人などを挙げた。ハンセンは、プログラムを増や
している大学があることや、ウェスタン・ケンタ
ッキー大学で新たにフォークロアの博士課程プロ
グラムが開設されようとしていることなどに触れ
た。
パブリック・フォークロアについてハンセンに
尋ねると、「最近のニュースで報道されているよ
うに政府の財政難のため人文系やアーツへの予算
が削減され、厳しい状況にある」と語った。しか
し、「一概には言えないが、10年前に比べて状況
はよく、（フォークロア研究は）少なくとも安定
している」とも語った。また、喜ばしい傾向とし
て、大学とパブリック・フォークロアの協力関係
が深まっていることを挙げた。
研究対象に関してグラッシーは、デジタルなど
新たなメディアの研究と「伝統的なタイプ」の研
究が併存していて、5年ぐらい前に比べ、むしろ
後者が増えたと語った。「伝統的なタイプ」の研
究とは文脈から、現地調査に基づく研究を意味す
ると著者は解釈している。AFS では、領域をリ
ードしてきたフォークロリストとの対談や講演を
記録するオーラル・ヒストリー・プロジェクトも
増加していると述べた。一方、ハンセンは、近年
インターネットを使ったフォークロアの研究が増
えていて優れた研究もある13）、と説明した。
─────────────────────────────────────────────────────
８）先行研究である、ハリケーン・カトリーナとリタに見舞われたサバイバーの語りに関するプロジェクトについて
は、Lindahl（2006）を参照。
９）10月 17日、ドン・ヨーダーのレクチャー後。
１０）インディアナ大学名誉教授。物質文化研究をリードしてきた。日本語に翻訳された論文「物質文化」（小長谷・
平山 2012）がある。
１１）アーカンソー州立大学教授。フロリダのフィドル奏者の研究、フォークライフ研究。
１２）2人は 1990年代中後期を指している。フォークロアの危機が AFS で議論され、ペンシルバニア大学のフォーク
ロア学部がプログラムへと改変された。
１３）インターネットを使ったフォークロアでは、Trevor Blank（2009 a, 2013）を挙げた。また、フォークロリスト 
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4 子どものフォークロア
4−1 「21世紀における子どものフォークロア」
のパネル
「子どものフォークロア」のセクション14）と、
「新たな方向性」のセクションが共催した。昨年
幼い児童を含む 26人が犠牲になったコネティカ
ット州ニュータウンでの銃乱射事件を受けて、企
画された15）。アメリカでは銃乱射事件をきっかけ
に銃規制の世論が高まる一方、「子どもたちは、
なぜ暴力的な行動をとるのか、大人に何ができる
のか」という声があがる。そこでこのパネルで
は、現代の子どものフォークロアのなかで、主に
遊びと暴力の相互関係に焦点を当てて、こうした
問いに答えようとしている。
サイモン・ブロナー（Simon J. Bronner）は、
乱射事件の犯人16）がどのようにメディアに取り上
げられているか言説を分析し、精神障害が暴力と
結び付けられて語られる過程を分析する。John
Price（ジョン・プライス）は、少年野球チーム
においてどのように社会関係・力関係が生じるの
か、暴力はどのように管理されるのかなどについ
て考察する。エリザベス・タッカー（Elizabeth
Tucker）17）は、子どもは残酷なゲームの影響を受
けているのではないかという心配の声を取り上げ
て、青少年がユーチューブの残酷なゲームを楽し
むのはなぜか、それが本当に暴力と結びつくのか
考察している。トレバー・ブランク（Trevor
Blank）は、メールなどを介して広まっているク
リーピーパスタという怖い都市伝説を取り上げ
る。この話は、インターネット以前にも存在し継
続性が見られるが、インターネットでは物語の視
覚的なイメージが強調され固定されていると論じ
ている。
このように、言説、フィールドリサーチ、デジ
タルメディアなど多面的に、子どもの暴力的行動
の原因を追求している。このパネルに限らず「暴
力」の言葉がテーマにとりあげられる頻度は以前
より増えている。現代的な社会問題にも関わって
いこうとする方向性が表れている。
4−2 「子どものフォークロア研究」の歴史・現
状
1970年代半ばに、パフォーマンスのパラダイ
ムの台頭に応じて、現代的な子どものフォークロ
ア研究は始まった。現在、従来のテクスト中心の
研究と、子ども集団での参与観察によるパフォー
マンスを中心とした研究が併存している。こうし
た中で、伝承された子どものフォークロアだけで
はなく、子どもの日常的文化の重要な部分を占め
ているポピュラーカルチャーも含めて研究されて
いる。また、研究対象の「子ども」は広義に解釈
され、青年期も含めて考察される。
1980 年代半ば以降 3 つの重要な動向がある。
1）子どもと、子どものフォークロアが大人の
「文化戦争」の場となった。2）大人は、子ども向
けの暴力や性を扱うポピュラーカルチャーが、社
会悪を作り出している、つまり、殺人や自殺、レ
イプ、銃の乱射事件などにつながっていると心配
し始めた。3）マスメディアを媒介とした、子ど
もや若者向けのグローバルな文化が台頭してきた
（Mechling 2004−2005 : 14）。
こうした流れの中に北米の「子どものフォーク
ロア」は位置づけられ、今年のパネルも組まれて
いる。
─────────────────────────────────────────────────────
  の最近の研究を全般的に知る上で、Cashman, Ray, Tom Mould, and Pravina Shukla が編集した The Individual and
Tradition が参考になると述べた。
１４）AFS には 30余りのセクション（部会）があり、会員は興味に応じて複数のセクションに参加することができ
る。「子どものフォークロア」とは別に、「子どもと教育」というセクションもある。後者では、学校教育におい
てどのようにフォークロアを活用・応用できるかが議論される。
１５）2000年 AFS では、コロンバイン高校銃乱射事件を受け、同様のパネルが組まれた。“Folklore Responds to Colum-
bine and Adolescence”を参照。
１６）20歳の青年。
１７）パネルのチェア。アメリカフォークロア研究における子どもの概念の変化を、歴史的に検証した論考を最近発表
した（Tucker 2012）。
社 会 学 部 紀 要 第118号― １２０ ―
5 ユーモア研究
5−1 「ベスト・ユーモア・パネル」
このパネルでは、3人が発表した。グレッグ・
ケリー（Greg Kelley）は、子どもたちが商業的な
文化や広告を利用し作ったパロディーを歴史的に
考察する。子どもの創造性に着目するとともに、
これらのパロディーがどのような機能を果たす
か、子どもや企業の立場から分析する。モイラ・
マッシュ（Moira L. Marsh）18）は、イギリスで行わ
れた悪ふざけ・いたずら（practical joke）を取り
上げる。それは伝説となり世界各地に広まった
が、アメリカではこれまでのところ行われていな
い。その理由について考察した。著者は、パフォ
ーマンスにおける異なるジャンル間（和歌と落
語）の対話性（交錯・融合）を、落語「崇徳院」
を事例に分析し、パフォーマーの創造性について
考察した。
5−2 ユーモア研究の歴史・現状
ユーモアは、個人の趣向や好みの表現として、
語り手のパーソナリティの表れとして、またグル
ープダイナミックスの観点から研究されてきた。
特に 1980年代には、個人に焦点を当て、パフォ
ーマンスを中心とした枠組みを使った研究が発表
された19）。
近年は、メールやインターネットを通して広ま
る、災害や悲劇を扱ったジョークを研究対象とす
る論考が増えている。なぜ人々は災害や悲劇をテ
ーマとしたジョークを語るのか考察した論考（Or-
ing 1987 ; Blank 2009 b, 2013）、異なる文化圏に
おけるジョークの受容のされ方とその理由の考察
（Csaszi 2003）などがある。
5−3 ユーモア研究の可能性
西洋の哲学者が、古代から現代に至るまで笑い
について研究してきたように、ユーモアは人間の
重要な特性である。日常生活において人は、ユー
モアあふれる表現を創造する。柳田國男は、「笑
いの本願」の中で、「自分がこの通り心を入れて、
笑いというものを研究してみたくなったのも、あ
りようはそれが人間の生の楽しさを測定する尺度
だと思ったからである」（1990 : 204）と述べて
いる。ユーモアは、人間存在や創造性を研究し、
生活の楽しさを考察する観点になると考える。ま
た、最近北米フォークロア研究で新たに注目され
ているテーマである健康とも結びつけて研究され
うる可能性もあると考える。
最近の北米フォークロア研究では、インターネ
ットやメールを媒介として広がるジョークを通し
て現代社会や文化を考察する研究が行われてい
る20）。こうした傾向は、ユーモアが現代社会や文
化を解釈するための重要な観点にもなることを示
している。
6 宗教とスピリチュアリティ
6−1 ドン・ヨーダ （ーDon Yoder）のレクチャー
レクチャーのタイトルは「宗教とフォークアー
ト：フォークライフ研究における重要概念の考
察」で、「民間信仰・宗教的なフォークライフ」
セクションの主催で行われた。ドン・ヨーダー
は、ペンシルバニア大学の名誉教授であり、口承
文芸がフォークロア研究の中心であった 1960年
代後半にから生活全般の文化研究を行った、フォ
ークライフ研究のパイオニアとして著名である。
ペンシルバニア州で、主にオランダ系やドイツ系
のエスニック・グループを調査した。夜 8時から
のレクチャーであったにもかかわらず、たくさん
の聴衆で会場は満員であった。
カトリックとプロテスタントの信仰の違いが、
どのように音楽、絵画といったアーツに対する考
え方の違いを生み、それが北アメリカのフォーク
─────────────────────────────────────────────────────
１８）ユーモア研究で活躍しているフォークロリストの 1人である。“Humor, Unlaughter, and Boundary Maintenance”
（Smith 2009）では、ユーモアは必ずしも親和関係に貢献するわけではなく、境界線を鮮明にすることもあると
論じている。
１９）例えば、Oring, Elliott（ed.）Humor and the Individual がある。オリングは、ユーモア研究の第一人者である。特
にジョークの研究で知られる。
２０）Blank（2009 a, 2013）参照。
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アートにどのような影響を与えているか、スライ
ドを交えて説明した。
6−2 「コミュニティにおける癒しの持続可能性」
のパネル
「スピリチュアリティ」と関わるパネルは多数
あり、様々な観点から研究成果が発表されてい
た。注目に値する発表は複数あったが、ここでは
その中から一例を挙げたい。エイミー・スキルマ
ン（Amy Skillman）は、コミュニティ、表現、人
権、健康、文化が交差する領域の研究として、難
民・移民女性によって演じられる劇について発表
した。西洋の医療システムに適応することを押し
つけられ、生きにくさを感じている難民や移民の
女性が、健康について自分たちの語りを劇で演じ
ることで自分の文化に自信を持つプロセスが考察
されている。劇は、医療関係者を啓発する試みで
もあり、また女性たちが自己の尊厳を回復する目
的もある。フォークロリストの傾聴する姿勢の重
要さが強調されていた。
6−3 スピリチュアリティに関する研究の可能性
経済のグローバル化が進展するとともに、現代
社会に生きる人々は厳しい競争やストレスにさら
されている。そうした状況のなかで、広い意味で
のスピリチュアリティが興隆していると島薗進は
指摘する（2007）。それは、世俗的な生活の様々
な領域でみられる。たとえば、ホスピスなどの医
療分野、平和や人権に関わる領域、さらに生きる
拠りどころを求める自己実現や自己表現なども含
まれるだろう。前述したスキルマンの発表は、伝
統的な医療を評価するとともに差別に苦しむ人の
人権と関わり、表現を通して自己回復を目指して
いるコミュニティの研究という点で、広義のスピ
リチュアリティに含まれる。こうした生活の現場
で生きられるスピリチュアリティは、これからも
様々な形で展開していくと考えられる。コミュニ
ティに耳を傾け、創造性や経験を重視するフォー
クロア研究にとって、可能性がある分野であると
考える。
7 おわりに
北米フォークロア研究は、これまで伝統文化を
中心に表現を研究し、学問的に、また社会的に貢
献してきた。民族的な文化表現の多様性を尊重す
る立場に立った研究や活動は、今も領域の中で大
きな位置を占めている。一方で、現代社会や他分
野との結びつきをさらに拡大させる方向性が見ら
れる。たとえば、近年の災害支援、医療や健康と
いう分野への関与・貢献などである。暴力や差別
という社会問題とも関わっていこうとする姿勢も
見られる。
こうした方向性と関連して、倫理的・自己省察
的な議論は、障がいをもつ人やトラウマを抱える
人、スティグマがある人へと焦点を移している。
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Thoughts on Research Trends in American Folkloristics:
An Analysis of the 2013 Annual Meeting of the American Folklore Society
ABSTRACT
The American Folklore Society is an association of folklorists who study and
communicate knowledge about folklore. The definition of “folklore” has broadened
over time from the items of folklore to include the processes by which these items are
produced. At the present day, folklorists study expressive culture using locally-based
research methods. The annual meeting of the AFS is the largest single gathering of
folklorists in North America, and plays an important role in shaping folkloristics.
This paper presents some thoughts on research trends in North American folkloris-
tics based on the author’s experience at the 2013 Annual Meeting of the Society. The
first part of the paper explains some of the important aspects of folkloristics by refer-
ring to the leaflet recently published by the AFS. Next, an overview of the 2013 An-
nual Meeting is presented. It includes a discussion on continuity and change concern-
ing ethical and methodological issues of reflexivity and representation. Further, infor-
mation gathered through interviews with prominent folklorists demonstrates recent de-
velopments in American folkloristics, and their views on these. The latter half of the
paper introduces a lecture and discussion panels on the themes of children’s folklore,
humor, religion, and spirituality. It also examines the historical background, and ex-
plores prospects for further research.
Key Words: folkloristics, 2013 Annual Meeting of the American Folklore Society, re-
search trends
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